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危
険
か
ら
青
少
年
を

安
全
に
守
る

消
防
団
員
と

協
力・応
援
企
業
の
募
集

急
増
す
る
片
手
ス
マ
ホ
の
自
転
車
走
行

消
防
団
に
は
、あ
な
た
や
事
業
所
の
力
が
必
要
で
す

密
室
性
の
高
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ

ェ
な
ど
も
利
用
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

急
速
に
進
む
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
の
低
年
齢
化

　

内
閣
府
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
調

査
に
よ
れ
ば
、
平
成
28
年
度
の
小
学
生

利
用
率
は
61
・
８
％
で
し
た
が
、
平
成

30
年
度
に
は
85
・
６
％
と
、
23
・
８
％

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

低
年
齢
層
の
利
用
が
広
が
る
中
、
年

少
者
を
含
め
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安

全
利
用
に
関
す
る
啓
発
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

健
康
を
害
す
る
ゲ
ー
ム
障
害
を
国
際
疾

病
と
し
て
認
定

　

ゲ
ー
ム
に
の
め
り
込
み
、
日
常
生

活
が
困
難
に
な
る
「
ゲ
ー
ム
障
害
」
が
、

世
界
保
健
機
関
に
お
い
て
国
際
疾
病
と

し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
ゲ

ー
ム
依
存
の
問
題
が
深
刻
化
し
、
健
康

を
害
す
る
懸
念
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

深
夜
ま
で
ゲ
ー
ム
を
続
け
る
な
ど
の

兆
候
に
気
付
い
た
ら
、
医
療
機
関
に
問

い
合
わ
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

消
防
団
協
力
事
業
所
に
登
録

　

社
員
に
消
防
団
員
が
２
人
以
上
い
る
、

社
員
の
消
防
団
活
動
に
積
極
的
に
配
慮

し
て
い
る
な
ど
の
事
業
所
に
、
表
示
証

を
交
付
し
ま
す
。

消
防
団
応
援
の
店
に
登
録

　

登
録
店
は
、
消
防
団
員
や
そ
の
家
族

へ
の
割
り
引
き
な
ど
の
優
遇
サ
ー
ビ
ス

を
自
主
的
に
行
っ
て
、
消
防
団
員
を
支

援
で
き
ま
す
。
登
録
店
に
は
、
ス
テ
ッ

カ
ー
を
交
付
し
ま
す
。

青
少
年
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
６
１
）

消
防
推
進
室
（
消
防
庁
舎
１
階
、
☎
26
・
９
１
２
８
）

　
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
転
車
走
行
の
様
子
や
、
非
行
が
発
生
し
や
す
い
と

さ
れ
る
商
業
施
設
や
駐
車
場
を
は
じ
め
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
へ
の
子
ど
も
た
ち
の

入
場
な
ど
を
巡
回
指
導
す
る
こ
と
で
青
少
年
の
行
動
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
に
、
消
防
団
の
活
躍
で
大
勢
の
命
が
救
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
安
全

を
守
る
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
ま
せ
ん
か
。ま
た
、消
防
団
を
応
援
し
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

青
少
年
を
見
守
る
街
頭
巡
回
指
導

　

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
商
業
施
設

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
を
訪

問
し
、
青
少
年
の
問
題
行
為
な
ど
の
把

握
に
努
め
て
い
る
ほ
か
、
十
勝
総
合
振

興
局
と
協
力
し
て
、
携
帯
電
話
販
売
店

を
訪
問
し
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
利
用
の

周
知
徹
底
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

イ
ヤ
ホ
ン
装
着
に
よ
る
自
転
車
走
行
へ

の
声
掛
け
指
導
が
急
増

　

平
成
31
年
４
月
〜
令
和
元
年
11
月
ま

で
、
３
１
７
回
の
巡
回
指
導
を
実
施
し
、

５
２
６
人
の
声
掛
け
指
導
を
行
い
ま
し

た
（
図
）。
前
年
度
同
期
間
と
比
較
す

る
と
１
８
０
件
増
加
し
ま
し
た
。

　

主
な
指
導
内
容
は
、
片
手
で
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
見
た
り
、
自
転
車
運
転
中

に
イ
ヤ
ホ
ン
で
音
楽
を
聴
く
な
ど
の
危

険
な
行
為
に
よ
る
も
の
で
す
。
音
楽
を

聴
き
な
が
ら
の
走
行
は
周
囲
の
音
が
聞

こ
え
づ
ら
く
、
片
手
に
よ
る
運
転
は
ハ

ン
ド
ル
操
作
が
難
し
い
た
め
、
と
て
も

　

消
防
団
は
消
防
署
と
同
様
に
、
市
町

村
に
設
置
さ
れ
る
消
防
機
関
で
す
。
地

域
住
民
な
ど
の
有
志
で
構
成
さ
れ
、
消

防
・
防
災
活
動
を
通
じ
て
、
住
民
の
安

全
と
安
心
を
守
る
大
切
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

消
防
署
は
、
消
防
職
員
が
常
時
消
防

業
務
に
当
た
る
の
に
対
し
て
、
消
防
団

は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
自
営
業
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
就
い
て
い
る
人
が
、

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
き
な
ど
に

消
防
団
員
と
し
て
、
消
防
職
員
と
共
に

活
動
し
ま
す
。

　

現
在
、
帯
広
市
消
防
団
で
は
、
３
５

０
人
（
う
ち
女
性
22
人
）
が
、
市
内
12

カ
所
の
区
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
の
活
動

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に

は
、
自
宅
や
職
場
か
ら
現
場
へ
駆
け
つ

け
、
主
に
消
火
、
救
助
、
避
難
誘
導
を

行
い
ま
す
。
平
常
時
は
、
災
害
に
備
え

危
険
で
す
。
自
転
車
の
マ
ナ
ー
や
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

保
護
者
の
許
可
を
得
ず
ボ
ー
リ
ン
グ
場

に
入
場
す
る
小
中
学
生

　

帯
広
市
の
生
徒
指
導
方
針
で
は
、
小

中
学
生
が
ボ
ー
リ
ン
グ
場
に
入
場
す
る

た
め
に
は
、
保
護
者
の
許
可
を
得
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
保
護

者
の
承
諾
を
得
ず
に
、
ボ
ー
リ
ン
グ
場

で
遊
ぶ
小
中
学
生
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
中
学
生
の
み
の
カ
ラ
オ
ケ

レ
ン
タ
ル
ル
ー
ム
の
利
用
は
原
則
禁
止

で
、
保
護
者
同
伴
の
場
合
も
極
力
控
え
、

た
消
火
訓
練
や
防
火
指
導
を
行
い
ま
す
。

独
り
暮
ら
し
高
齢
者
宅
へ
の
防
火
訪
問
、

防
火
演
劇
に
よ
る
防
火
教
育
、
応
急
手

当
の
指
導
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
に
な
る
に
は

　

特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

主
な
要
件

・
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

・
18
歳
以
上
の
人

・
心
身
と
も
に
健
康
な
人

※�

こ
の
他
に
も
要
件
が
あ
る
の
で
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
業
所
向
け
の
お
知
ら
せ

消
防
団
を
支
援
し
て
社
会
貢
献

　
「
消
防
団
協
力
事
業
所
」
や
「
消
防
団

応
援
の
店
」
に
登
録
し
て
、
消
防
団
活

動
を
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
企
業
・
店

舗
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
登
録
す
る
と
、

帯
広
市
や
北
海
道
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
に
事
業
所
名
を
掲
載
す
る
ほ
か
、
表

示
証
・
ス
テ
ッ
カ
ー
を
店
頭
に
掲
出
す

る
こ
と
で
、
消
防
団
活
動
の
支
援
を
通

じ
て
社
会
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ

で
き
ま
す
。

　

申
請
は
い
ず
れ
も
消
防
推
進
室
で
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

図　声掛け指導件数
（平成31年４月〜

令和元年11月）

交通
マナー
308人

校則
指導
197人

一般指導
21人

青少年がネットトラブルを
起こさない・巻き込まれないために

　フリマアプリは、利用者の年齢制限を設けていない場合が
あるため、小中学生の利用が増え、トラブルが発生しています。
運営会社による個別相談や、警告・出品削除などの対応が行わ
れています。
＜具体的な事例＞
　・子どもが親名義のクレジットカードを
　　勝手に使い、大量の買い物をした
　・子どもが悪ふざけで友だちの写真を撮り、
　　「○○君、□□円」と出品した　など

　児童ポルノや児童買春に関する検挙数が平成30年は年間
14件に対し、令和元年は10月末で13件と、コミュニティ・
サイト利用の被害は、増加傾向にあります。
　子どもたちをこうしたネットトラブルから守るために、市
内の小中高各校の生徒指導の先生を対象に、ネット被害の現
状やインターネットの安全な利用方法を学ぶためのネット非
行対策の研修会を実施しています。
　今後も、トラブルを起こさない・巻き込まれないよう、チ
ラシ配布などを通じて、啓発活動に取り組みます。

女性団員の演劇による防火教育

消防団協力事業所表示証消防団応援の店ステッカー

消防団協力事業所　認定事業所
事　業　所 団員数

帯広市川西農業協同組合 6人
帯広大正農業協同組合 5人
北海道エコシス 2人
仁科建設 1人
宮坂建設工業 3人
ネッツトヨタ帯広 3人
第一飼料 1人
損保ジャパン日本興亜帯広支社 3人
北海道エネライン道東支店帯広営業所 2人
六花亭製菓 4人
日本通運帯広総代理支店 2人


